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　若い力の参画と協働により、キンタイの
保護から始まるまちづくりは、新しいかたち
に進化しようとしています。

若者たちが主体性を持って地域や活動に関
わることが大切です。そうすることで、若い
世代が住みやすい地域が自然とできますよ
ね。僕はそれを応援し、焚きつけるのが役割
です。」（加納さん）
　ニッポンバラタナゴの保護に始まり、地域
と協働する新しいまちづくりは、次の世代へ
と受け継がれていきます。
＊地域循環共生圏：環境省が提唱する、農山漁村が自然を活
かした資源やサービスを提供し、都市部が資金・人材などを
提供する、お互いの強みを活かして補完しあう社会。

ニッポンバラタナゴの保全活動を通じて
都市と農山漁村が共生する次代の社会を目指す

活動名▲

高安の里におけるニッポンバラタナゴの生息
　環境を保全するための地域づくり
助成メニュー▲

2017〜2019年度　ひろげる助成
活動分野▲

自然保護・保全・復元
助成金額（千円）▲

（’17）3,516 （’18）3,599 （’19）3,599

キンタイ米や無農薬野菜の販売も行う、団体事務所の前で
（左:道上ともえさん　右:大橋さん）

敷地内にあるバラタナゴの保護池上左：タナゴファーム　上右：ニッポンバラタナゴ（雄）
下：「きんぱく」でミーティングする、高安地域循環共生圏の若手メンバー

絶滅危惧種の淡水魚の保全活動が、地域の新たなまちづくりにつながる

廃校を利用した博物館やブランド米の栽培、地域の若者との協働でひろがる活動

都市と農山村が支えあう、地域循環共生圏＊の創生へ

NPO法人ニッポンバラタナゴ高安研究会
住　所

▲

〒581-0872 大阪府八尾市郡川5-131            
T E L 

▲

072-941-7682
E-mail

▲

n_baratanago@yahoo.co.jp
U R L 

▲

http://n-baratanago.com

環境保全を超えた魅力づくりで、
地域との協働を推進。
地元住民や行政との協働が何よりのポイン
トです。現在でもキンタイの保護とまちづく
りの関係を意識している地元住民は非常
に少ないでしょう。しかし、一部の農家や行
政、企業のメンバーが共感してくれること
で、協働ができるようになってきていて、畑
の一部をキンタイ米栽培のために提供して
くれる農家も増えてきています。環境保全
にとどまらず、ま
ちづくりという大
きな視点を持つ
ことが、地域との
協働につながっ
たと思います。

（加納義彦さん）

ニッポンバラタナゴの保護活動から派生し
て、地域を巻き込みながら、多岐にわたる
活動を展開している点は素晴らしいと思
います。これらの活動を発展させて「地域
循環共生圏」のためのプラットホームづくり
を開始するなど、SDGｓ

（持続可能な開発目標）
の可視化が近づいてき
たように見えます。今後
も一層の活躍を期待し
たいです。

（地球環境基金 福田）

活動のポイント
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　環境省から絶滅危惧種に指定されてい
るニッポンバラタナゴ（地元名：キンタイ）。
この希少な淡水魚の保護に取り組んでいる
のが、ニッポンバラタナゴ高安研究会です。

「1982年頃、私は大阪市内の高校教師で、
生物部の指導をしていました。自宅近くの
ため池にはタナゴがたくさん生息していて、
淡水二枚貝に卵を産みつける珍しい生態を
持っていることを知り、私は生物部の生徒

　キンタイを含む生物多様性を保全するた
めに、保護池の改修工事とため池のドビ流し

（池干しの地元の呼び名）を実施し、維持・
管理は地元住民と協力して行われていま
す。その水を利用し、キンタイの保護池周辺
では、地域の農家と協働した河

かわち

内木綿の有
機栽培や無農薬有機野菜づくりが行われ、
商品化が進んでいます。また、保護池の水
で栽培したキンタイ米のブランド化も推進
し、地域を活性化する持続可能なライフス
タイルの形成に取り組んでいます。
　こうした活動を多くの人に知ってもらう
ために、高安まちづくり協議会と協働し
て、廃校を利用した里づくりの拠点となる

「きんたい廃校博物館（きんぱく）」や、河内
木綿を伝承する「もめんカフェ」、高安山の
森林資源を利用した「木育教室」、農業を
ベースにした近未来のライフスタイルを体
験し、環境についても学べる「タナゴファー
ム」の活用など、地域の新たな魅力づくりに
取り組んでいます。キンタイの保護から始ま
ったこうした活動の全てに、地球環境基金

　ニッポンバラタナゴ高安研究会の次の目
標は、ニッポンバラタナゴを含む生物多様性
を保全するための“高安地域循環共生圏”を
構築することです。“高安地域循環共生圏”
を実現するため、キンタイを保護している
池めぐりと「きんぱく」を組み合わせたエコ
ツーリズムを計画。また、「タナゴファーム」
で水や食料やエネルギーを自給する新しい
ライフスタイルを体験できるツアーなど、

たちと高安地区のため池調査を始めました。
しかし、在来種のニッポンバラタナゴが生
息するため池は放置され、外来種であるタ
イリクバラタナゴとの交雑が進み、ニッポン
バラタナゴは減少する一方でした。このま
までは日本固有のタナゴ種が絶滅してしま
う。そんな危機感を持って、私は40年にわ
たり、高安地区のニッポンバラタナゴの研究
と保全活動を続けています。」（加納さん） 

の助成金が活かされています。
　まちづくりの中核として活動を推進して
いるのが、15名の若手メンバーです。高安
まちづくり協議会の会議の席上で、加納さ
んが淡水魚の保護につながる新しいまち
づくりを提案したところ、共感した若手メン
バーが集まり、その友人を中心に共感がひ
ろがっていきました。キンタイに興味があ
り、ネットで調べて連絡をくれた地元の人も
います。今では活動ごとにチームができて
いて、それぞれに協働相手がおり、若者を
中心とした活動の輪が大きくひろがって
いるのを実感できます。「こうした若手メン
バーの力は想像を超えていました。高安ま
ちづくり協議会から管理を任された旧中学
校の実験室に水槽を並べてタナゴを飼育し
ていたら、若手メンバーたちが『きんぱく』
を創造してしまいました。また、アウトドアウ
ェアメーカーや不動産会社の社員も参加し
てくれ、そのノウハウで新しいイベントや、
古民家を再利用した若い世代の移住が始
まっています。」（加納さん）

都市と地域が循環し、共生するための試み
が次々と行われています。これらのエコツー
リズムを確立し、高安地区の魅力を体験し
てもらうことで、地域と関わる人を増やし、
将来的には子育て世代のIターンによる移
住を増やしていくための取り組みも進めて
います。「今は団体の役員も若手メンバーに
引継ぎ、世代交代をしました。次の世代であ
る若者たちが住みやすい地域にするには、

　研究会では、キンタイを保護するための
保護池を10カ所持っていますが、池の水
が枯れてしまったことがあり、水源である
森林を保全するための整備活動を始めま
した。また、畑でまかれた農薬が保護池に
入り、キンタイが全滅してしまう経験もした
ため、地域全体の活動への理解と協働の
重要性を強く感じ、自然と人が共生できる
まちづくりに取り組むようになりました。
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自然資源・生態系サービス
●食料、水、木材  ●自然エネルギー
●水質浄化、自然災害の防止等

資金・人材などの提供
●エコツーリズム等、自然保全活動への参加  ●地域産品の消費
●社会経済的な仕組みを通じた支援  ●地域ファンド等への投資
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高安の里と大阪平野が一望できる展望施設から、保全活動を実践する加納義彦さん（左）と
大橋一輝さん（右）

地域の若者たちと共に進める、まちづくりの新しいかたち
ベストプラクティス事業Case

1




